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資料11再構成前の楽譜と聞き合い後再構成された楽譜したりしたこと
が明らかになり，
演奏する側も聞く側もどのように再構成されたかを意識することができた（資料l1)。
(4)魅力的な音楽と出会わせる
①6年生「ふるさと」
同声三部合唱をすることをねらった｢気持ちを込めて歌おうふるさと」という題材で
は，曲を練り上げていく活動の中では，子どもの課題にそって，様々な鑑賞曲と出会わ
せたいと考えた。原曲はアイドルグループの嵐によって演奏されているが，演奏形態や
歌詞の使用についても，いろんなバージョンがあった。
そこで，三部合唱を創り上げていく学習過程の中の
溌
資料12原曲の視聴から表現の再構成を立たせて演奏させるために，映像を活用して，同じ演
促す手だて奏を聴かせた（資料12)。原曲の演奏を映像で視聴す
ることで，一つにまとまって聴こえてくる主旋律が，
メンバーの交替によって歌われていることに気付かせたいと考えた。そのことは自分たち
が合唱するにあたり，どのパートの中に主旋律があっても，一つのまとまりとして演奏し
ていくということが大事だということを意識する手だてとなった。視聴後のパートでの聞
き合いでは，「特に30小節目のアルトから31小節目はメゾとソプラノの部分の主旋律を
上手くつなぎたい｡」「パート譜をよく見直して，主旋律とハーモニーの部分の強弱を意識
して歌いたい｡」などの感想があり，友だちの意見と自分の気付きを関係づけることで，
演奏の再構成につながった。
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魅力的な音楽と出会わせるためには，楽曲の内容をより吟味する必要があった。また，
出会わせたい内容を精選し，楽曲のどの部分を聴かせ，見せるかで，子どもの関係づけや
再構成の仕方が違ってきた。
また，子どもは魅力的な音楽と接したとき，その魅力を他の子どもと共有したいという
思いが強くなると感じた。
そのことは，もっと音楽を表現したいという意欲の向上につながり，パート練習の様子
や演奏の歌声に表れた。
5成果と課題
（1）音楽を形づくっている要素に着目させる
音楽を形づくっている要素を音や演奏と結びつけて理解し言語化することは,音と言語で
の聞き合いが活発になり，自分と友達の表現の関係づけやさらに良い表現へと再構成してい
く上で大変有効であった。学年の発達段階に応じて，この題材でどの要素に着目させたいか
を教師がきちんと意識することで，表現の工夫の観点や聴く観点が明らかになり，関係づけ
再構成が促される。
（2）知覚・感受したものを聴き比べる
聴き比べることは自分の表現と他の友達の表現を関係づけるきっかけとなった。自分たち
の表現との共通点や相違点を見つけたり，自分たちの演奏の録音を聴き変容を意識させたり
することで，さらにこんな表現にしたいという思いをもたせることができた。
日頃の授業の中で，「感じたこと」と「その理由」を整理し，音楽を形づくっている要素
に着目させながら音や音楽を聴く力やそれらが生み出す音楽のよさや面白さ,美しさを感じ
る力をつけていくことが課題と言える。
（3）テキストを活用する
一瞬にして消えてしまう音や音楽を，絵譜や拡大楽譜に表して可視化することは，友達の
表現の意図を受けとめ，自分の表現と比較し，関係づけ再構成する上で有効な手だてになっ
た。友だちと話し合いながら音を確認し，楽譜に工夫を書き込んだり，絵譜に表したりしな
がらリズム打ちをすることで表現を関係づけ再構成することができた。
（4）魅力的な音楽と出会わせる
魅力的な音楽は子どもの学習の過程に添った出会わせ方を工夫することが,表現活動にお
いて効果的に生かされた。出会わせ方としては,音源だけを聴かせることや映像を活用した
演奏など様々である。
「あんな演奏にしたい｡」「○○に気をつけて演奏すればいいのか．．」など，感動や憧れ
の気持ちを抱かせたり自分の取り組んでいる音楽との違いに気づいたりすることで,関係づ
け再構成することができた。
課題としては,題材で扱っている音楽のよさをさらに感じることができる教材を選択する
ことである｡ゲストテイーチヤーの演奏を聴かせることや様々な教育機器を利用した音源や
映像を聴き比べて，子どもとの出会わせ方や内容を吟味しなければならない。
また，関係づけ再構成する場合に有効に働くには，題材の学習過程のどこで出会わせるか
を，子どもの思考にそって考えていかなければならない。
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